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ASTRO-H衛星に搭載される硬X線撮像検出器及び軟ガンマ線検出器は、主検出器を BGOアクティブシール
ドで取り囲むことで徹底的にバックグラウンドを除去し、過去最高感度の観測を実現する。これまでで、衛星搭
載品を用いて、低温、熱真空環境下における地上較正試験を行うことでアクティブシールドとしての性能が設計
通りであることが確認できた。次のステップとして、各種較正試験で取得した実測データに基づいて、アクティ
ブシールドだけでなく自身の全天モニタとしての機能を再現するための応答関数を構築する必要がある。現状で、
エネルギー分解能やゲイン、エネルギースレッショルドといった一般的なガンマ線応答情報を取り込んだモンテ
カルロシミュレーターを用いて、光電吸収に対応したガンマ線応答を 10%ほどの精度で再現することに成功した。
本講演では、ガンマ線反応位置に対応した光量の変化やトリガー生成効率など、我々の BGOアクティブシール
ド特有の応答を取り込むことでより精度のよいガンマ線応答の構築を行った結果についても報告する。


